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4-4 建物影響を考慮した詳細な大気拡散・線量評価を初めて実現
－局所域高分解能大気拡散・線量評価システム「LHADDAS」の開発－
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原子力施設の運転時や事故時、あるいは都市域での
放射性物質拡散テロへの対応における影響評価では、放
射性物質の大気放出に対する放出点近くでの建物の影響
を考慮した大気拡散計算と線量評価が必要となります。
しかし、これまでの放射性物質の大気拡散・線量評価シ
ステム（原子力機構の SPEEDI、WSPEEDI など）で
は、このような詳細な大気拡散計算と建物による遮蔽を
3次元で考慮した線量評価はできませんでした。そこで、
個々の建物の影響を受けた風の流れを考慮した高分解
能大気拡散計算コード（LOHDIM-LES）*1 と建物の遮
蔽効果を考慮した線量率評価コード（SIBYL）*2 及び都市
大気拡散の高速計算が可能な計算コード（CityLBM）*3

を統合した局所域高分解能大気拡散・線量評価システム
「LHADDAS」を、システム計算科学センターとの連携研究
により開発しました。「LHADDAS」は、原子力施設の安
全審査における線量評価について、これまで用いられて
きた風洞実験では困難な実際の気象条件を取り込んだよ
り現実的な評価手法としての利用が期待されます。また、
事前・事後詳細解析により、原子力事故時の施設内外作
業員の被ばく線量評価、都市域での放射性物質拡散テロ
に対する汚染状況の把握と住民及び対応要員の被ばく線
量評価が可能です。さらに、即時解析による都市大気拡散
テロ時での迅速な拡散計算結果の情報提供も可能です。

開発した「LHADDAS」による大気拡散計算と線量率
評価について、青森県六ヶ所村の再処理工場で 2006 年か
ら 2008 年に実施された試験運転の際のモニタリングデー
タを活用してシステムの検証を行いました。試験運転の際
に管理放出された放射性希ガス（クリプトン 85（85Kr））
について、敷地内のモニタリングポスト（MP）で
大気中濃度と空間線量率が測定されています。まず、

「LHADDAS」の大気拡散計算コード LOHDIM-LES
により、再処理工場の排気筒から放出された 85Kr の大

気拡散計算を行いました。この計算では、細密地理情
報を用いて標高・建物・樹木分布を 5 m の高分解能計
算格子により精緻に解像しました。図 4-8 に計算によ
る 85Kr のプルームの流れと拡がりを示します。次に、
線量率評価コード SIBYL を用いて、LOHDIM-LES
による 85Kr の 3 次元濃度分布から建物遮蔽効果を考慮
して線量率評価を行いました。図 4-9 に示すように、
MP2 での滑らかな変動や MP3 での鋭いピークの発生
など、敷地内の異なるモニタリングポストでの空間線量
率の測定値の時間変動パターンを、計算により良好に再
現することに成功しました。これにより、現実の事象に
対する「LHADDAS」の大気拡散及び線量率評価の性
能を実証しました。

今後は、「LHADDAS」を、様々な大気拡散事象の課
題解決へ活用していきます。特に、原子力施設からの放
射性物質の大気放出に対して、原子力サイト内の詳細な
拡散解析と放射線計測データの融合解析により、放射性
物質の分布と放出量、あるいは汚染状況を逆推定する手
法の開発を進めます。これにより、原子力事故時の放射
性物質の漏えいや原子力施設の解体時の放射性物質の飛
散の監視と環境影響評価への活用を目指しています。

（中山　浩成）

図4-8　六ヶ所再処理工場から放出された放射性プルームの流
れと拡がり
プルームはMP2とMP3の間の上空周辺を通過しています。放
射性核種の大気中 3次元濃度分布は、検出できない濃度レベル
まで示しており、放射線影響が想定される範囲ではありません。

図4-9　空間線量率の時系列変化
六ヶ所再処理工場敷地内のモニタリングポストの空間線量率の施
設寄与分のみの測定値と計算値の比較を表しています。対象地点・
期間における自然放射線による空間線量率は 0.016 µGy/h程度を
変動しており、濃度が高い再処理工場敷地内においても、空間線
量率の上昇は自然放射線による変動の範囲内になっています。
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